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議会の併催（11月20日～12月11割　　　　　　　　　　　　　」 

生涯大学校管理運営事業や新卒未就職者などの早期就職支援事業に係わる補正予算、②地方分権－ 

去の施行を受けた県独自基準を定める条例制定などが承認・可決されました。 

会議亥 刪ﾏ貴会での暫脚　　　　　　　　　　　】 

ま、①いじめ問題、②町内会・自治会トラブル、③がん対策、④子育て応援チーパス事業、⑤アクアライ 

ラソンについて質問をしました。質問が多岐のため一部を掲載しますが、県ホームページでは、本会議 

動画や委員会の議事録を見ることができます。 

いじめのアンケート調査結果の開示一県教育委員会に被害生徒側への適切な開示を確認～ 

〈具体的lこは・・・〉 

仮に県立学校で「いのちに係わる重大ないじめ事件」が発生した場合、県教育委員会は、被害生徒 

側からの開示請求を受け、氏名・住所といった個人情報を除き、日時、場所、行為態様等、いじめの 

内容が分かる形で、アンケート調査結果を被害生徒側に適切に開示することになります。例えば、 

「12月4日、3階教室の廊下において、AがBを殴った。」というアンケート結果があった場合、開示は 

「12月4日、3階教室の廊下において、○○が○○を殴った。」となります。 

〈問題の所在・・・大津市いじめ自殺事件の遺族偲 劔リ代理人からのヒアリングを踏まえ〉 

当初、大津市は、遺族側のアンケート調査結果の開示請求に対し、実質全部塗りつぶしの開示を 

行っていました。また、鹿児島県の出水市など、他の自治体ではアンケート開示そのものが拒否され 

るなど、真相を求める被害生徒 劔�H,倡���*ｩ�h+h,H*(-ﾈ+x�"�

学校内は、外界と遮断された一種の閉鎖空間ですから、その場所での「いじめ」の真相の解明と把 

握には、児童生徒の生の声が不可欠となります。 

大津市の事件では、アンケートがいじめの解明に大きな役割を果たし、また、アンケートがなかった 

場合には、被害生徒側の救済手段である訴訟提起が非常に困難だったそうです。 

いじめについては、真相をきちんと究明し、 劔関係者には結果に対する相応の責任をきちんと取ら 

せる、誰も逃l 凾ｸないし、逃がさない、こういった強いメッセージを、具体的な対応を明確に示す形で 

発信すること 凾ｪ重要です。それが悲惨な事態の予防に繋がると考えます。 

〈さらlこ文教菩任委員会で質問 劍/�ﾄ�.�｣�v��X�X�"�
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の解釈・運用に関して細かく質問・要望を行い、 劔適切な開示の担保を具体的に求めました。 

仮に、県立学校での調査結果に対し開示が求められた場合には、県教育委員会が具体的判断を 

行うことになります。ですから、規定の懇意的な解釈・運用がされないように、具体的検討を要する事 

態が生じる前の確認が重要となります。 

子どもたちに人間関係づくりを学んでもらう～「豊かな人間関係づくり実践プログラム」～ 

いじめの多くは、生徒間の人 劔[xｭhﾅx.(5(7�8X6ｨ5��ｸ5h8x99lｨ,X,ﾈ6x8�7X8ｸ,亢闖h+X,H*(-ﾈ+x�"�

大人である我々ですら、人間関係の難しさを実感することがあります。ですから、未成熟な子ども 

たちには、人間関係作りに必要なことを、きちんと丁寧に教えていくことが大切です。 



県教育委員会では、小学校1年生から中学校3年

生までの子どもたちを対象とする「豊かな人間関係

づくり実践プログラム」を作成しています。

このプログラムの実施状況は、平成22年度に全学

級で実施した学校の割合は約4割となっています。

プログラムの効果は、実践している多くの学校か

ら効果的と評価が高いため、県教育委員会は、今後

も活用している教員の意見や子どもたちの声を取

り入れながら改善・改良を進めていきます。

加えて、大事なのは、子どもたちが学んだことを

戸口グラムの説明例（小学校3年生の場合）〉 

①単元目標 

「いろいろな気持ちがわかるようになろう」 

②目標を受けた細目 

「気持ちをあらわす言葉をしろう！」 

「体のへんかを見て、人の気持ちを 

考えよう！」…etC 

※年次に合わせて単元目標は高度になる。中学校2年生の場 

合「自分と向き合い、自分を管理できるようになろうり 

確実に身につけることですので、その点に関する調査・研究の実施を強く要望しました。

●分かり易く、一元的な「がん情報」の提供を！
一県ホームページの抜本的見直しとがんの情報冊子の発行～
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本会議での質問の様子

がんは、生涯に2人に1人が屈患するとされている病気です

（県民の病死原因の1位）。

インターネットや書籍等において、がんに関する情報がたくさ

んある中で、患者や家族の方が、必要な情報を適切に入手で

きる環境を整備する役割が県に求められています。

この点、県のホームページは、療養生活を行う上での情報が

少ない、必要な情報へのアクセスかしにくい、見づらいなど、

多くの課題が指摘されています。参考として、広島県では、
ホームページで国立がん研究センターが公表する情報と連動

させて医学情報を統一したり、がんの情報冊子を配布するなど、県の役割を踏まえた一元的な情報

提供に努めており、我が千葉県の参考になります。

今後、県は、情報内容の充実化やアクセスの利便性の改善を速やかに対応するとともに、デザイ

ンを含めたホームページの抜本的な改善については、患者団体や医療関係者等で構成される検討

組織を立ち上げて進めることになりました。

また、がんの情報冊子については、地域の医療機関や療養情報など、患者さんに役立つ地域情報

を加え作成した広島県などを参考にしながら、今年度中の作成に向けて検討を進めています。

◎底圃囲
現在、所属会派設置のプロジェクトチーム事務局長として、平成25年2月定例議会での上程に向けた取

組を進めています。これまでに、各関係者との意見交換、パブコメの実施、先進県視察などを行っています。

㊨庭露閣園田溺圏，聖二
地方自治法の改正により通年議会の導入が可能になりました（現在は年4回の会期）。

通年議会にすると、議員や職員の負担が増えますが、審議の充実化や災害時等の緊急対応が可能にな

るとされます。例えば、導入した栃木県議会では、昨年5月の竜巻被害に関し、被災者支援を含む補正予算

を可決し、知事の専決処分を回避できました。

今後、1月下旬に議会運営委員会の委員として先進県視察を行い、導入の検討を進めていきますが、今

の地方議員に期待される役割とも係わるこのテーマ、皆さんはどう考えますか？
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県　政　に　対す　る　皆様　の　ご意　見・ご要望　を　お　聞　か　せ　く　だ　さ　い


